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家族説明用パンフ「ひきこもり 正しい理解のために」使い方  

ロールプレイ シナリオ（回復の経過 Ver） 

※本資料は、令和 2 年度思春期精神保健研修事業「ひきこもり対策研修」資料を基に作成しています。 

※「ひきこもり 正しい理解のために」を使ってひきこもり状態について説明する練習用に作ったシナ

リオです。 

（実際の相談では、より受容的に受け答えをし、更に発言内容を掘り下げるのが良い場面であっても、

あえて簡潔な受け答えに止めている場面もあります。また、展開が尚早な場面もありますことをご了承

ください） 

※家族の来所相談 2 回目くらいを想定してシナリオを作っています。 

※相談員役：家族の困り事などに沿ってパンプレットの内容を説明します。シナリオ中の    部分

がパンフレット（ピンク）の内容説明箇所になります。パンプレットに記載の説明文に従って、自分の

言葉で説明してみるのも良いでしょう。 

 家 族 役：相談員の説明を聞き、シナリオに従って適宜受け答えをします。相談員役の人が説明しやす

いように、協力的に応じましょう。 

 

３ページ「回復の経過」 スライド説明 

来談者（家族） 相談員 

こんにちは。予約していた福井ですが。 

 

 

こちらこそどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

はい…。まぁ、本人の様子は相変わらずです。 

 

部屋にひきこもっているわけではないですし、たま

には外出もしています。 

そういう状態なので、そのうち動き出すかなとこれ

までずっと様子を見て来たんです。でも、そうこう

しているうちにあまり変化がないまま 3 年もたっ

てしまって。 

このまま様子を見ているだけでは動き出さないよ

うな気がしています。 

 

 

はい。 

一郎が今の状態を脱するにはどうしたら良いのか

 

こんにちは。どうぞこちらにお座りください。よ

ろしくお願いします。 

 

前回から 1 か月ほどたちましたが、本人さんもご

家族さんもいかがお過ごしでしたか？ 

 

と、いいますと？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

それで前回ご相談に来て下さったんですね。 
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と。 

 

 

 

 

はい。お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校を休み始めた頃は、このまま休み続けるとズル

ズルといってしまうと思って、とにかく行かせよう

と思って…。 

そういう意味では、「休ませる」という対応はして

こなかったかもしれません。 

 

あまりうるさくは言わないようにはしていますが、

逆にどう声を掛けたらよいか分からなくなってき

たところもあって…。 

 

 

 

 

はい、よろしくお願いします。 

 

 

 

そうなんですね。 

では、今日はこの冊子を使ってひきこもりとはど

のような経過をたどり、どのようなに回復してい

くのかについて、ご説明させていただいても良い

ですか？     （※パンフレットを手渡す） 

 

（「ひきこもりの始まり」を説明する） 

ひきこもりについて理解するために、まず、表面

に見えている本人の活動と、本人のエネルギー

（気力、体力）との間にはギャップがあることを

知ってください。 

この実線部分が実際の活動。点線が心のエネルギ

ーを表しています。 

ひきこもりがはじまる前には、必ず「エネルギー

の低下」があります。様々なストレスを感じ、悩

み、持っているエネルギーが低下して、ほぼゼロ

になったとき、突然のようにひきこもりがはじま

るといえます。ですから、ひきこもりがはじまっ

た時にするべきことは、休むことです。 

まずはゆっくり休ませて、エネルギーの回復を待

ちましょう。 

 

 

 

 

 

今はどうですか？ 

 

 

 

ご家族として、どういうところに気を付けて声を

かけると良いかを説明するページも後ろにあり

ますので、また後ほど説明させていただきます

ね。 

 

ひきこもり状態を理解するのに、もう１つ大切な

事があるので続けて説明させてもらいますね。 

（「対人恐怖・集団恐怖」を説明する） 
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一郎は小さい時から集団の場というか人との関り

が得意ではなかったように思います。 

あまりしゃべらないので分かりませんが、学校時

代、いじめとまではいかないですけど、ちょっとか

らかわれたりちょっかいを出されることはあった

みたいです。 

 

 

 

一郎にもそういう症状があるように思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単に「休ませる」というばかりではなく、家族とし

て気を付ける事があるんですね。今まで知りません

でした。 

ひきこもり状態の方のほとんどに、エネルギーの

低下だけでなく対人恐怖・集団恐怖の症状があり

ます。いじめや嫌な出来事などのはっきりした原

因で対人恐怖が生じる場合もありますが、もとも

との本人の特性として対人緊張が高い場合もあ

ります。 

こうした恐怖・緊張はエネルギーの低下に拍車を

かけます。 

 

 

 

 

 

 

ひきこもり状態にある方は、程度の差はあります

が、この対人恐怖の症状が必ずあると言われてい

ます。 

 

この症状がますます強くなったりこじれたりす

ると、ひきこもり状態もなかなか回復しないの

で、我々支援者も本人さんに関わる時には、これ

らについて常に心にとめて関わるようにしてい

ます。 

それでは、続いて「ひきこもりからの回復」につ

いてお話しさせてもらいますね。 

（「ひきこもりからの回復」を説明する） 

「安心・安全な環境」でしっかり休むことができ、

「理解してくれる人」がそばにいれば、エネルギ

ーは回復していき、恐怖症状も軽減します。エネ

ルギーが十分に回復して初めて、ひきこもり状態

も解消していきます。逆に「安心・安全な環境」

と「理解してくれる人の存在」が揃わなければ、

一見休んでるように見えても、エネルギーが十分

に回復しません。恐怖症状が継続し、長時間の手

洗いがやめられないなど、二次障害に発展するこ

ともあります。甘えや、怠けではありません。 


